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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

· 佐々木尚子様昨日より隔離室使用となりました。使用時の手順誤りがあります。改めてマニュアル再確認しスタッフ全員確実に行えるようにしましょう。

＜要観察患者様＞

· 佐々木尚子様～昨日自殺企図ありました。ボディソープ、美髪水、化粧水、を飲んでいます。すぐ吐き出しています。身体に異常はありませんが今後の私物管理について話し合いをしています。

↓

· 対応として

· 何故隔離が必要になったかをきちんと説明しているが自覚していないためスタッフは惑わされないよう統一したケアを行いましょう。

· 私物は全部スタッフ管理となっている。

· 洗面、入浴時のみ渡し必ずスタッフ見守りとする。

· 衣類着用していないためその都度（食事の時）衣類を渡し着用食べる。

· 食後再び脱衣とする。

· 危険物は（衣類,寝具カバー）すべて取り除き安全の確保をする。

＜隔離室使用患者様について＞

畑中　成夫様～終日隔離で経過しています。「ここから出たい」と話しています。

　１５分退室され、衝動行為や異常体験に左右された発言はありません。

→衝動行為にはしることがないこと評価しています。退室時間を出来るだけ長く出来るようにしましょう。

・水梨　孝純様～終日隔離中です。スタッフ介入時掴みかかる事は少なくなってきていま

　　　　　　　　す。また不機嫌となる事もありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　引き続き、皮膚の状態の観察、スタッフ介入時の過度な不機嫌さの有無の観察を

　　　　　　　行なっていきましょう。

＜川端先生ケースカンファ＞

中村　瞳様～疾病教室はその日の気分により出来る日と出来ない日があります。１５分程度は集中して聴くことができています。～　リハビリテーションプログラム，ＳＳＴ等声掛けし参加させるようにしましょう。強制はしない。

田中　秀昌様～最近は声がけにて食事、洗面、歯磨き、入浴できています。又短い会話しています。～　徐々にＯＴやプログラム導入検討していきましょう。見学する事からはじめましょう。

阿部　チヨ様～意識レベルは改善され自発語きかれています。顔面浮腫軽減しています。

　　　　　　　→低Ｎａ血症があり痙攣発作に注意しましょう。

榊　由造様～バイタル異常なし。全身の倦怠感訴えているが自力で排尿している。「何か食べたい」

と要求あり菓子を食べている。→　要求する物は何でも食べさせて下さい。

水梨　孝純様～少しずつ経口より食べさせてはどうでしょうか。→　現在アイソジエンとエンシュアの流動食ですが固形物はどうでしょうか→　ためしに普通食一食入れてみてもいいでしょう。昼のみ普通食となっています。

清川　厚子様～身体症状の訴えはなくなっています。頭部の湿疹悪化しています。→次回の皮膚科診察受けてください。　青山荘の入所を考えています。そのうち見学させてください。













